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町議会だより町議会だより



山本得惠、柳澤雅宏、星川三喜男　３議員に

北海道町村議会議長会表彰北海道町村議会議長会表彰

なかとんべつ町議会だより１８５号 ２

第２回
定例会
第２回
定例会

　平成26年第２回定例会が、６月18日から２日間の会期で開催されました。
　野邑町長は、冒頭の行政報告で下記の通り報告しました。
１．監査委員の辞職について
　　本町代表監査委員の三浦義一氏から６月14日付けで、一身上の都合により６月30

　日をもって監査委員の職を辞したいとの辞職願の提出がありました。

　　ご本人は、体調不良から札幌の病院に入院し、療養を続けられておりますことか

　らやむを得ないと判断し、辞職を承認することといたしました。

　一般質問では、通告順に６議員が質問を行いました。
　報告では、平成25年度予算を平成26年度に繰り越して使う「繰越明許費繰越計算書

」のほか、町が資本金を出資している「中頓別観光開発株式会社」、「有限会社中頓

別振興公社」の平成25年度経営状況、法律により議会への報告と公表が義務付けられ

ている「新型インフルエンザ等対策行動計画」が報告されました。

　町長から提案された補正予算を含む議案４件、任期満了を迎える選挙管理委員・補

充員、議会推薦の農業委員を決定するとともに、議員により発議された「特定秘密の

保護に関する法律の廃止を求める意見書」、「規制改革会議意見書の取扱いに関する

意見書」をいずれも原案どおり可決して19日に閉会しました。

　山本得惠議員、柳澤雅宏議員、星川三喜男議員が、議員在職15年以上にわたり地方自治の振
興発展に寄与した功績を称えられ、６月５日、札幌市で開催された第65回北海道町村議会議長
会定期総会において表彰されました。
　第２回定例会の開会前に村山議長から表彰状が伝達されました。



第２回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１８５号３

第２回定例会で
　　　決まりました

議
決
結
果
の
一
覧

○ 

議
案
第
39
号　

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町
村
計
画

　

 　
　
　
　
　
　

の
変
更

○ 

議
案
第
40
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
41
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

　
 　

　
　
　
　
　

正
予
算

○ 
議
案
第
42
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
補

　

 　
　
　
　
　
　

正
予
算

○ 
発
議
第
３
号　

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律

　

 　
　
　
　
　
　

の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

○ 

発
議
第
４
号　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の
取
扱
い

　

 　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
意
見
書

○ 

請
願
第
２
号　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の
取
扱
い

　

 　
　
　
　
　
　

に
関
す
る
請
願

 　
　

※
 

○ 

は
原
案
可
決
・
採
択

 

報
告
第
１
号　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
繰
越
明
許
費 

 　
　
　
　
　
　

繰
越
計
算
書
の
報
告

 

報
告
第
２
号　

中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の
経
営

 　
　
　
　
　
　

状
況
報
告

 

報
告
第
３
号　

有
限
会
社
中
頓
別
振
興
公
社
の
経
営

 　
　
　
　
　
　

状
況
報
告

 

報
告
第
４
号　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動

 　
　
　
　
　
　

計
画
の
報
告

 

選
挙
第
１
号　

選
挙
管
理
委
員
の
選
挙

 　
　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
４
名
の
選
挙

 　

の
結
果
、
次
の
４
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

 　
　

佐　

藤　

美　

昭
さ
ん
（
再
）

 　
　

藤　

田　

朋　

美
さ
ん
（
再
）

 　
　

周　

防　

雅　

行
さ
ん
（
再
）

 　
　

丸　

山　

博　

光
さ
ん
（
新
）

 　
　

（
任
期
４
年　

平
成
26
年
６
月
29
日
〜

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
６
月
28
日
）

選
挙
第
２
号　

選
挙
管
理
委
員
補
充
員
の
選
挙

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
と
同
数
（
４
名
）

　

の
補
充
員
選
挙
の
結
果
、
次
の
４
氏
が
当
選
さ
れ
ま

　

し
た
。

　
　

補
充
員
は
、
委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
に
、
選

　

挙
管
理
委
員
長
が
補
欠
す
る
も
の
で
、
順
位
が
上
位

　

の
者
か
ら
補
欠
さ
れ
ま
す
。

　
　

順
位　

１　

鳥　

田　
　
　

博
さ
ん
（
新
）

　
　

〃　

２　

平　

中　

静　

江
さ
ん
（
再
）

　
　

〃　

３　

相　

馬　

祥　

子
さ
ん
（
再
）

　
　

〃　

４　

ボ
ー
セ
ン　

仁
美
さ
ん
（
再
）

　
　
　

（
任
期
４
年　

平
成
26
年
６
月
29
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
６
月
28
日
）

農
業
委
員
の
推
薦

　
　

任
期
満
了
に
伴
う
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
１
名
を

　

全
会
一
致
で
推
薦
し
ま
し
た
。

　
　

藤　

田　

健　

一
さ
ん
（
再
）

　
　
　

（
任
期
３
年　

平
成
26
年
７
月
20
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
29
年
７
月
19
日
）

　
　

委
員
の
役
割
は
、
農
業
委
員
会
法
に
よ
り
、
自
作

　

農
の
創
設
及
び
維
持
、
農
地
等
の
利
用
関
係
の
調
整
、

　

そ
の
他
農
地
に
関
す
る
事
務
な
ど
で
す
。

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な場です。
　議会では、議会だよりで情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各種委員会を
実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、９月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。

議会を傍聴しましょう

ホームページで議事録などを公開しています
　町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、定例会の議事
録などを公開しています。町ホームページから 議会 へ進みご覧ください。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡6-2244（議会事務局）へ。



なかとんべつ町議会だより１８５号 ４

ここが聞きたい、知りたい

私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問私たちの一般質問

質　

問

●
地
域
防
災
と
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に 
　

つ
い
て

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
す
べ
て
に
行
政

が
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う

自
主
防
災
組
織
の
活
動
が
重
要
で
あ
る
。

　

昨
年
度
の
防
災
訓
練
を
終
え
て
の
反
省
点

・
課
題
は
。
ま
た
、
本
年
度
の
防
災
訓
練
の

計
画
を
伺
う
。

答　

弁　

○
和
田
総
務
課
長

　

昨
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
あ
か
ね
自
治
会
、

第
１
自
治
会
の
一
部
を
対
象
に
、
34
名
の
住

民
と
町
職
員
・
関
係
者
が
加
わ
っ
て
98
名
で

実
施
さ
れ
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
街
頭

放
送
や
広
報
車
の
音
声
が
よ
く
聞
こ
え
な
い

と
の
声
が
多
く
、
情
報
伝
達
に
課
題
を
残
し

た
。

　

今
年
度
は
、
10
月
２
日
に
洪
水
避
難
対
象

地
域
を
第
２
自
治
会
ま
で
拡
大
し
て
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
町
民
に
防
災
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
稚
内
・
旭
川
開

発
建
設
部
の
協
力
を
得
て
、
両
開
建
が
保
有

す
る
排
水
ポ
ン
プ
車
、
衛
星
通
信
車
な
ど
の

災
害
対
策
用
機
械
の
参
加
・
見
学
会
を
予
定

し
て
い
る
ほ
か
、
リ
エ
ゾ
ン
と
呼
ば
れ
る
現

地
情
報
連
絡
員
の
派
遣
な
ど
、
大
規
模
災
害

時
の
国
の
支
援
が
想
定
で
き
る
訓
練
に
な
る
。

質　

問

●
町
長
と
し
て
４
期
16
年
の
総
括
は

　

「
北
緯
45
度
癒
し
の
里　

ロ
マ
ン
息
づ
く

大
自
然
の
町‐

中
頓
別
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を
掲
げ
た
野
邑
町
政
も
４
期
16
年
の
最

終
年
度
を
迎
え
、
残
す
と
こ
ろ
10
ヶ
月
と
な

っ
た
。
４
期
16
年
の
総
括
を
お
聞
か
せ
願
い

た
い
。
ま
た
、
残
り
10
ヶ
月
で
達
成
す
べ
き

町
政
の
課
題
を
伺
う
。
特
に
有
害
鳥
獣
処
理

施
設
建
設
工
事
及
び
購
入
備
品
等
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

弁　

○
野
邑
町
長

　

私
は
、
平
成
11
年
４
月
に
町
民
の
み
な
さ

ん
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
競

争
で
町
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
年

度
で
４
期
16
年
の
最
終
年
度
を
迎
え
た
。

　

こ
の
間
、
町
民
に
約
束
し
て
き
た
施
策
等

に
つ
い
て
は
、
自
分
な
り
に
判
断
す
る
と
概

ね
達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、
残
さ

れ
た
期
間
は
、
本
年
度
の
町
政
執
行
方
針
の

重
点
的
施
策
の
実
現
に
努
力
し
て
ま
い
り
た

い
。

　

ま
た
、
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
は
、
当
面
は
町
直
営
で
行
う
考
え

で
あ
り
、
備
品
購
入
等
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

狩
猟
者
と
十
分
に
協
議
を
し
な
が
ら
進
め
て

ま
い
り
た
い
。

質　

問

●
理
学
療
法
士
の
指
導
で
、
地
元
で
リ
ハ
ビ

　

リ
を

　

け
が
や
病
気
が
原
因
で
身
体
が
不
自
由
に

な
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を
必
要
と
し
て
い
る
方
は
、

施
設
入
所
、
在
宅
を
問
わ
ず
多
い
の
で
は
な

い
か
。

①　

町
と
し
て
理
学
療
法
士
を
雇
用
で
き
な

　

い
か
。
理
学
療
法
士
が
い
て
こ
そ
、
保
健

　

セ
ン
タ
ー
の
リ
ハ
ビ
リ
用
の
器
械
器
具
も

　

活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

②　

理
学
療
法
士
の
雇
用
が
難
し
い
の
で
あ

　

れ
ば
、
要
介
護
や
寝
た
き
り
の
原
因
と
な

　

る
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
予
防

　

と
啓
発
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

○
小
林
保
健
福
祉
課
長

①　

健
康
増
進
事
業
・
介
護
予
防
事
業
と
し

　

て
、
月
１
回
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法

　

士
の
派
遣
を
受
け
て
町
民
へ
の
個
別
指
導

　

を
行
っ
て
い
る
。
常
勤
の
理
学
療
法
士
の

　

配
置
は
、
ニ
ー
ズ
や
施
設
整
備
な
ど
総
合

　

的
に
検
討
し
な
い
と
判
断
で
き
な
い
の
で

　

検
討
課
題
と
し
、
当
面
は
現
状
の
ま
ま
と

細 

谷 

久 

雄 

議
員

本 

多 

夕
紀
江 

議
員



なかとんべつ町議会だより１８５号５

　

施
設
で
あ
り
、
温
泉
の
効
能
を
セ
ー
ル
ス

　

ポ
イ
ン
ト
に
今
年
か
ら
取
締
役
全
員
で
営

　

業
活
動
を
行
う
。

②　

食
事
は
課
題
で
あ
り
、
役
員
会
を
温
泉

　

に
集
ま
っ
て
食
事
を
し
な
が
ら
行
い
、
改

　

善
に
向
け
て
の
議
論
を
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

③　

敏
音
知
地
域
を
総
合
的
に
ま
と
め
て
観

　

光
協
会
が
運
営
で
き
な
い
か
、
庁
内
で
検

　

討
し
て
き
て
い
る
。
一
体
と
な
っ
た
管
理

　

運
営
が
で
き
る
よ
う
模
索
し
て
い
る
。

質
　
問

●
教
育
委
員
会
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

　

前
教
育
長
が
任
期
を
２
年
半
あ
ま
り
残
し

て
突
然
辞
職
し
、
長
期
休
養
に
入
っ
た
ベ
テ

ラ
ン
職
員
も
い
る
と
聞
く
。
大
人
の
い
じ
め

や
職
場
内
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
が
、
本
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内

で
そ
の
よ
う
な
心
配
は
な
い
か
伺
う
。

　

教
育
長
が
辞
職
す
る
よ
う
な
重
大
事
に
も

　

し
た
い
。

　
　

リ
ハ
ビ
リ
用
の
器
械
器
具
は
、
保
健
セ

　

ン
タ
ー
開
設
時
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
、

　

当
時
は
数
名
が
活
用
し
て
い
た
が
、
ニ
ー

　

ズ
が
な
く
な
っ
て
利
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

多
様
な
仕
組
み
の
中
で
費
用
対
効
果
の
あ

　

る
選
択
肢
を
検
討
し
て
き
て
い
る
。

②　

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い

　

て
は
認
知
度
も
含
め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

　

ン
ド
ロ
ー
ム
や
認
知
症
と
合
わ
せ
て
、
寝

　

た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
健
康
増
進
計

　

画
の
中
で
検
討
す
る
。

質
　
問

●
町
民
に
親
し
ま
れ
る
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
に

①　

温
泉
の
位
置
付
け
、
集
客
の
方
法
、
新

　

役
員
体
制
で
新
た
に
で
き
る
こ
と
は
？

　
　

経
費
の
削
減
だ
け
で
な
く
、
町
民
が
利

　

用
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
工
夫
を
す
べ

　

き
で
は
な
い
か
。

②　

食
事
に
つ
い
て
、
指
導
・
助
言
だ
け
で

　

は
な
く
、
メ
ニ
ュ
ー
や
味
の
検
討
、
試
食

　

ま
で
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③　

敏
音
知
岳
、
道
の
駅
、
コ
テ
ー
ジ
、
キ

　

ャ
ン
プ
場
、
そ
う
や
自
然
学
校
な
ど
の
施

　

設
・
資
源
と
温
泉
を
連
携
さ
せ
て
運
営
す

　

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①　

温
泉
は
、
町
民
の
健
康
増
進
・
保
養
施

　

設
、
都
市
住
民
と
の
交
流
の
場
と
し
て
観

　

光
振
興
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
と
も

　

に
、
就
労
の
場
の
確
保
、
食
材
や
燃
料
の

　

購
入
な
ど
地
域
経
済
に
お
い
て
も
重
要
な

か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
教
育
委
員
会
事
務
局
内

の
職
員
体
制
は
見
直
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
。

　

大
人
の
職
場
環
境
だ
け
で
な
く
、
学
校
生

活
の
中
で
悩
み
を
抱
え
て
い
る
子
供
は
い
な

い
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

前
教
育
長
が
辞
職
に
至
っ
た
理
由
の
一
つ

に
、
希
望
し
て
い
た
職
員
体
制
が
見
直
さ
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
職
場
内

で
の
い
じ
め
等
の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

　

職
員
体
制
の
見
直
し
は
、
２
年
前
に
ほ
と

ん
ど
の
課
長
職
を
異
動
さ
せ
た
の
で
、
そ
れ

以
降
の
管
理
職
人
事
は
考
え
て
い
な
い
と
前

教
育
長
に
伝
え
て
い
た
。
そ
れ
以
上
の
こ
と

は
教
育
行
政
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
教
育
長
の
裁

量
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

答
　
弁
　
○
柴
田
教
育
長

　

職
員
の
長
期
休
養
に
つ
い
て
、
期
間
は
３

ヶ
月
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ま
で
に
職

場
復
帰
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　

本
町
教
育
機
関
で
も
い
じ
め
防
止
の
計
画

を
策
定
し
、
毎
月
１
回
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

報
告
し
て
い
る
が
、
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。

過
去
か
ら
の
未
解
決
な
事
例
や
解
決
済
み
の

事
例
が
あ
っ
て
も
、
い
じ
め
に
発
展
し
な
い

よ
う
対
応
し
、
見
守
っ
て
い
く
。

質
　
問

●
総
合
計
画
の
見
直
し
を

　

２
０
１
０
年
か
ら
の
30
年
間
で
、
中
頓
別

町
で
は
74
．
２
％
の
人
口
減
少
率
に
な
る
と

の
予
測
が
５
月
８
日
に
報
じ
ら
れ
た
。

　

第
７
期
総
合
計
画
は
重
点
事
業
、
最
重
点

事
業
で
さ
え
も
形
が
見
え
な
い
。
ま
ち
づ
く

り
の
核
と
な
る
事
業
が
進
ま
な
い
限
り
、
日

本
創
世
会
議
が
予
測
す
る
と
こ
ろ
の
人
口
減

少
を
前
提
に
総
合
計
画
の
内
容
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

人
口
問
題
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
若

者
と
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
あ
る
程
度
の

ニ
ー
ズ
が
把
握
さ
れ
た
と
思
う
が
、
今
後
の

対
応
を
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

日
本
創
世
会
議
が
発
表
し
た
今
回
の
予
測

か
ら
す
る
と
、
第
７
期
総
合
計
画
で
定
め
た

10
年
後
の
人
口
目
標
は
大
変
き
び
し
い
数
字

と
な
る
が
、
こ
れ
は
最
大
の
減
少
率
で
あ
り
、

今
後
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
は
抑
制
で
き
る

も
の
と
考
え
る
。

　

総
合
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
部
分

的
に
こ
れ
ま
で
６
回
の
変
更
を
行
っ
て
き
た
。

全
体
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
前
期
５
年
間

で
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
施
策
を
随
時
追

加
し
、
そ
の
経
過
と
結
果
か
ら
判
断
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

内
閣
府
が
行
っ
た
意
識
調
査
で
は
、
婚
姻

に
対
す
る
興
味
を
示
し
た
未
婚
青
年
は
僅
か

20
％
ほ
ど
で
あ
り
、
本
町
で
も
少
子
化
に
対

す
る
特
効
薬
的
な
解
決
策
は
見
い
だ
せ
て
い

な
い
が
、
自
治
体
の
存
続
に
関
わ
る
問
題
で

あ
り
、
正
式
に
後
継
者
・
担
い
手
対
策
の
懇

談
会
を
設
置
す
る
な
ど
、
若
者
の
意
識
に
働

き
か
け
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

宮 

崎 

泰 

宗 

議
員
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す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
、
数
年

前
よ
り
退
任
し
た
い
と
の
意
向
を
取
締
役
会

で
申
し
上
げ
て
お
り
、
決
し
て
経
営
責
任
を

新
た
な
代
表
取
締
役
に
転
嫁
す
る
と
の
考
え

で
は
な
い
。

　

現
在
の
指
定
管
理
者
と
の
契
約
は
平
成
27

年
度
ま
で
あ
り
、
見
直
す
べ
き
か
ど
う
か
は
、

次
期
指
定
管
理
者
の
決
定
に
当
た
り
検
討
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。
ま
た
、
現
段
階
で
会

社
運
営
の
赤
字
を
理
由
に
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

質
　
問
　

●
副
町
長
の
配
置
に
つ
い
て

　

平
成
19
年
か
ら
７
年
間
、
副
町
長
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
が
、
町
長
が
公
務
出
張
等
で

不
在
の
場
合
、
町
を
代
表
す
る
者
が
い
な
い

こ
と
は
問
題
が
あ
る
と
思
う
。
あ
ら
た
め
て
、

副
町
長
を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　

ま
た
、
町
長
不
在
時
、
教
育
長
を
事
実
上

の
代
理
者
と
し
て
機
能
さ
せ
る
こ
と
は
可
能

か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

私
の
町
長
と
し
て
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

１
年
を
切
っ
た
。

　

今
後
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
副
町
長
と
な

る
職
員
の
任
期
（
４
年
間
）
の
責
任
を
持
つ

こ
と
は
難
し
い
の
で
、
配
置
は
考
え
て
い
な

い
が
、
事
務
等
で
町
民
の
方
々
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
努
力
す
る
。

　

ま
た
、
教
育
長
が
法
の
想
定
し
て
い
る
長

の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
専
決
・
代
決
・
代

行
す
る
な
ど
の
事
務
権
限
を
行
使
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

質
　
問
　

●
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
つ
い
て

　

中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の
代
表
取
締

役
が
町
長
か
ら
別
の
株
主
に
交
代
し
た
が
、

出
資
株
の
半
分
を
占
め
る
町
と
し
て
、
今
後
、

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
２

期
連
続
赤
字
の
経
営
責
任
の
転
嫁
で
は
な
い

か
と
思
う
が
い
か
が
か
。
さ
ら
に
、
現
在
の

指
定
管
理
者
が
ふ
さ
わ
し
い
か
見
直
す
べ
き

と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
運
営
に
関
し
て
は
、

今
後
は
町
か
ら
出
し
て
い
る
取
締
役
を
通
し

て
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
目
的
で
も
あ
る
町
民

の
健
康
増
進
・
保
養
施
設
、
町
外
の
人
た
ち

の
宿
泊
施
設
と
し
て
、
健
全
な
運
営
が
図
ら

れ
る
よ
う
全
面
的
な
支
援
を
す
る
。

　

代
表
取
締
役
の
退
任
に
関
し
て
は
、
以
前

か
ら
私
が
代
表
取
締
役
を
引
き
受
け
て
も
日

常
的
に
会
社
に
出
向
き
経
営
の
中
身
を
確
認

質
　
問

●
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
の
将
来
構
想
に
つ
い
て

①　

新
し
い
役
員
体
制
が
で
き
た
と
の
こ
と 

　

で
あ
る
が
、
何
を
期
待
す
る
の
か
。

②　

社
長
を
退
任
し
た
が
、
町
長
と
し
て
ど

　

う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

　
　

取
締
役
と
な
っ
た
町
づ
く
り
推
進
課
長

　

の
関
わ
り
方
を
伺
う
。

③　

温
泉
が
抱
え
る
課
題
を
町
と
し
て
ど
う

　

捉
え
て
い
る
か
。

　
　

私
が
思
う
課
題
・
懸
案
は
次
の
と
お
り

　

で
あ
る
。

・
料
理
人
が
い
な
い

・
職
員
研
修
が
さ
れ
て
い
な
い

・
支
配
人
の
営
業
活
動
不
足

・
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

・
料
金
を
安
く
設
定
し
た
湯
治
客
の
誘
致
と

　

自
炊
施
設
の
整
備

答
　
弁
　
○
遠
藤
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①　

取
締
役
を
３
名
か
ら
５
名
に
増
員
し
、

　

代
表
取
締
役
を
支
え
る
「
専
務
取
締
役
及

　

び
常
務
取
締
役
」
を
新
た
に
選
任
し
、
支

　

配
人
に
も
取
締
役
と
し
て
今
ま
で
以
上
に

　

会
社
運
営
に
責
任
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
い

　

た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

③　

個
室
に
ト
イ
レ
や
洗
面
設
備
が
な
い
点

　

等
が
あ
り
、
指
摘
さ
れ
た
課
題
・
懸
案
に

　

つ
い
て
は
取
締
役
会
で
検
討
し
て
い
く
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

②　

町
長
の
意
思
は
町
づ
く
り
推
進
課
長
を

　

通
じ
て
反
映
す
る
ほ
か
、
町
の
重
要
施
設

　

で
あ
り
、
積
極
的
に
運
営
に
協
力
す
る
。

　
　

課
長
は
取
締
役
と
し
て
、
住
民
の
意
向

　

を
把
握
し
、
町
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
、

　

経
営
改
革
に
臨
む
。

質
　
問

●
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
に
関
し
て

①　

施
設
建
設
費
２
千
３
６
０
万
円
は
高
額

　

過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

②　

管
理
運
営
は
適
切
な
委
託
料
を
精
査
し
、

　

振
興
公
社
に
委
託
す
べ
き
。

③　

施
設
運
営
、
必
要
備
品
の
購
入
に
当
た

　

り
、
関
係
者
と
十
分
協
議
す
る
必
要
が
あ

　

る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
弁
　
○
中
原
産
業
建
設
課
長

①　

有
害
鳥
獣
の
処
分
施
設
は
、
鉄
骨
造
平

　

屋
建
て
１
６
５
㎡
で
計
画
処
理
頭
数
５
０

　

０
頭
に
対
応
す
る
必
要
最
低
限
の
規
模
、

　

仕
様
と
し
て
い
る
が
、
積
雪
量
が
多
い
当

　

町
の
場
合
、
割
高
に
な
る
部
分
が
あ
る
。

柳 

澤 

雅 

宏 

議
員

東
海
林 

繁 

幸 

議
員
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質
　
問

●
職
員
採
用
に
つ
い
て

　

先
般
、
新
聞
や
旬
報
な
ど
で
平
成
27
年
度

の
町
職
員
採
用
で
上
級
職
３
名
の
募
集
が
載

っ
た
が
、
３
名
の
確
保
は
可
能
な
の
か
。
ま

た
、
初
級
職
採
用
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
和
田
総
務
課
長

　

先
に
採
用
試
験
が
行
わ
れ
る
上
級
職
で
の

二
次
試
験
（
各
町
村
で
の
面
接
試
験
）
で
優

秀
な
人
材
を
獲
得
で
き
る
よ
う
最
大
限
努
力

し
、
こ
れ
が
不
調
の
場
合
、
初
級
職
の
募
集

を
し
た
い
。

質
　
問

●
有
害
鳥
獣
処
理
施
設
運
営
と
女
性
ハ
ン
タ 

　
ー
免
許
取
得
に
助
成
を

　

今
年
度
中
に
建
設
さ
れ
る
目
途
が
立
っ
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
た
だ
、
処
理
個
体
の

回
収
、
運
搬
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

ま
た
、
こ
こ
数
年
、
猟
銃
免
許
取
得
に
力

を
入
れ
て
い
る
が
、
な
か
な
か
取
得
者
も
い

な
い
現
状
で
、
今
後
、
助
成
金
を
増
額
し
て

女
性
ハ
ン
タ
ー
の
免
許
取
得
を
目
指
す
べ
き

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
参
事

②　

施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
当
面
は
町 
　

直
営
を
考
え
て
い
る
。

　
　

施
設
の
運
営
を
行
う
中
で
特
に
問
題
と

　

な
る
と
思
わ
れ
る
点
は
、
処
理
個
体
の
回

　

収
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
回
収
と

　

狩
猟
方
法
等
に
つ
い
て
、
狩
猟
者
と
十
分

　

に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

ま
た
、
施
設
運
営
後
も
様
々
な
課
題
が

　

出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
面

　

の
間
は
町
直
営
で
の
運
営
と
し
、
施
設
の

　

効
果
的
な
稼
働
と
効
率
的
な
捕
獲
・
回
収

　

方
法
等
が
確
立
し
た
段
階
で
委
託
に
つ
い

　

て
検
討
し
た
い
。

③　

今
回
予
算
計
上
し
て
い
る
備
品
は
、
納

　

期
に
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を

　

計
上
し
た
。

　
　

ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
に
係
る
経
費

　

や
人
件
費
等
に
つ
い
て
は
、
捕
獲
者
と
の

　

回
収
方
法
等
の
協
議
の
な
か
で
調
整
し
な

　

け
れ
ば
な
ら
な
い
内
容
も
多
い
こ
と
か
ら
、

　

第
３
回
定
例
会
で
予
算
案
を
審
議
し
て
い

　

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

狩
猟
者
と
の
協
議
の
結
果
で
は
、
さ
ら

　

に
必
要
と
な
る
備
品
も
出
て
く
る
可
能
性

　

も
あ
り
、
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ

　

い
て
は
、
今
後
予
算
化
す
る
。

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
　
弁
　
○
平
中
産
業
建
設
課
参
事

　

処
理
個
体
の
回
収
方
法
に
つ
い
て
は
、
２

ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
運
搬
す
る
こ
と
を
基
本
に
、

ト
ラ
ッ
ク
が
侵
入
で
き
な
い
草
地
や
原
野
等

に
は
４
輪
バ
ギ
ー
と
ア
ル
ミ
リ
ヤ
カ
ー
を
使

用
し
て
回
収
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　

狩
猟
免
状
取
得
者
の
支
援
は
、
経
費
の
概

ね
２
分
の
１
の
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

24
年
度
か
ら
現
在
ま
で
に
本
制
度
に
よ
る
取

得
者
は
１
名
で
あ
る
。

　

今
後
も
性
別
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
農
業
・
林

業
関
係
者
は
も
と
よ
り
広
く
本
制
度
の
周
知

を
図
り
、
狩
猟
免
状
取
得
者
の
掘
り
起
こ
し

を
進
め
た
い
。

質
　
問

●
新
教
育
長
の
教
育
行
政
の
持
論
は

　

前
教
育
長
の
突
然
の
辞
職
に
よ
り
教
育
長

に
選
任
さ
れ
た
が
、
残
任
期
間
の
今
後
２
年

半
、
新
教
育
長
の
教
育
行
政
に
対
す
る
持
論

を
伺
い
た
い
。

答
　
弁
　
○
柴
田
教
育
長

　

３
月
定
例
会
で
教
育
委
員
長
が
述
べ
た
教

育
行
政
執
行
方
針
に
沿
っ
て
、
教
育
行
政
の

継
続
性
・
安
定
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
執
行

す
る
。

　

今
後
、
率
先
し
て
学
校
現
場
に
足
を
運
び
、

関
係
者
と
多
く
懇
談
を
持
ち
な
が
ら
で
き
る

限
り
教
育
行
政
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
た
い
。

ま
た
、
発
生
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
放
置
す

る
こ
と
な
く
取
り
組
む
所
存
で
あ
る
。

質
　
問

●
中
頓
別
観
光
開
発
株
式
会
社
の
運
営
に
つ

　
い
て

　

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
事
業
が
赤
字
経
営
の
中
、

代
表
取
締
役
が
町
長
か
ら
別
の
株
主
に
交
代

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
会
社
の
持

株
２
０
０
株
の
う
ち
、
半
分
が
町
の
持
株
で

あ
る
以
上
、
代
表
取
締
役
を
退
く
の
は
い
か

が
な
も
の
か
伺
う
。

答
　
弁
　
○
野
邑
町
長

　

観
光
開
発
㈱
は
、
昭
和
63
年
８
月
に
設
立

さ
れ
、
平
成
17
年
度
ま
で
民
間
の
取
締
役
か

ら
代
表
取
締
役
が
選
任
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
取
締
役
の
な
り
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
私
が
代
表
取
締
役
を
引

き
受
け
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
が
代
表
取
締
役
を
引

き
受
け
て
も
、
頻
繁
に
会
社
に
出
向
き
経
営

の
中
身
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

か
ら
、
数
年
前
よ
り
退
任
し
た
い
と
の
意
向

を
取
締
役
会
で
申
し
出
て
お
り
、
今
回
の
交

代
に
至
っ
た
が
、
今
後
も
新
代
表
取
締
役
か

ら
の
相
談
が
あ
れ
ば
協
力
は
惜
し
ま
な
い
つ

も
り
で
あ
る
。

星 

川 

三
喜
男 

議
員



なかとんべつ町議会だより１８５号 ８

※　繰越明許費（くりこしめいきょひ）は、予算
　に計上されているが、年度内に支出が終わらな
　いと見込まれるものについて、予算に定めるこ
　とにより、翌年度に繰り越して支出することが
　できるものです。
報告第１号　平成25年度一般会計繰越明許費
　　　　　　繰越計算書の報告
　平成25年度から26年度に次の事業予算が繰り越
されました。

報  告  事  項※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第３号　有限会社中頓別振興公社の経営
　　　　　　状況報告
　寿レクレーション施設、一般廃棄物処理施設、
鍾乳洞ふれあい公園、国保病院管理清掃業務等を
営む同社全体の平成25年度決算状況は次の通りで
す。当期純利益が40万円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計　　64,081,090円
・費 用 合 計　　63,496,084円
・営 業 利 益　　　585,006円
・当期純利益　　　406,983円
・資 産 合 計　　18,351,661円
・負 債 合 計　　 3,242,917円
・純資産合計　　15,108,744円

※　町長は、新型インフルエンザ等対策特別措置
　法に基づき行動計画を作成した場合は、速やか
　に議会に報告するとともに、公表しなければな
　りません。
報告第４号　新型インフルエンザ等対策行動
　　　　　　計画の報告
　新型インフルエンザ及びそれと同様の感染力と
社会的影響が懸念される感染症の脅威から、町民
の生命・健康を保護するため、町内において新型
インフルエンザ等患者が発生及び流行した場合に
備え、国や北海道と連携のもと、本町の実施すべ
き事項を明らかにし、今後の対応行動を適切に実
施するため定めたものです。

※　町が出資する法人等は、毎年度、経営状況を
　議会に報告しなければなりません。

報告第２号　中頓別観光開発株式会社の経営
　　　　　　状況報告
　ピンネシリ温泉の平成25年度決算は、前年度に
比べ入館者で420人減少、宿泊者で19人増加。当
期純損失が200万円となりました。
●損益計算結果、貸借対照表
・収 益 合 計　  33,395,919円
・費 用 合 計　  35,171,979円
・営 業 損 失　　1,776,060円
・当期純損失　　2,000,475円
・資 産 合 計　　8,920,695円
・負 債 合 計　　5,216,080円
・純資産合計　　3,704,615円
●利用状況
・宿泊者数　　　2,414人（前年度  2,395人）
・入館者数　　　10,382人（前年度10,802人）
・会食利用件数　40件（前年度57件）、利用人数
　794人（前年度1,076人）

（単位：千円）

事 業 名 繰越金額

小頓別地区テレビ無線共聴施設整備
事業

28,035

合   計 28,035

第
３
回
臨
時
会
結
果

〜
柴
田
弘
氏
の
教
育
委
員
任
命
に
同
意
〜

　

４
月
30
日
に
辞
任
し
た
米
屋
彰
一
教
育

委
員
の
後
任
教
育
委
員
と
し
て
、
柴
田
弘

氏
の
任
命
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
２
件
の
承
認
議
案
が
提
案

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
し

ま
し
た
。

○ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　

教
育
委
員　

柴　

田　
　

弘　

氏

　
　
　

任
期
（
前
任
者
の
残
任
期
間
）

　
　
　
　

平
成
26
年
５
月
23
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
28
年
９
月
30
日

○ 

承
認
第
１
号　

税
条
例
の
一
部
改
正

　

（
３
月
31
日　

専
決
処
分
）

　
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　

の
施
行
に
伴
う
、
法
人
住
民
税
割
、
軽

　

自
動
車
税
の
税
率
の
改
正
等
と
固
定
資

　

産
税
の
軽
減
措
置
の
創
設
で
す
。

○ 

承
認
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

の
一
部
改
正
（
３
月
31
日　

専
決
処
分
）

　
　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

　

の
施
行
に
伴
う
、
軽
減
措
置
に
係
る
所

　

得
の
範
囲
の
改
正
で
す
。

　

６
月
30
日
に
辞
任
し
た
三
浦
義
一
代
表

監
査
委
員
の
後
任
監
査
委
員
と
し
て
、
代

蔵
恵
三
氏
の
選
任
に
全
会
一
致
で
同
意
し

ま
し
た
。

○ 

監
査
委
員
の
選
任
同
意

　

監
査
委
員　

代　

蔵　

恵　

三　

氏

　
　

任
期
（
４
年
）

　
　
　

平
成
26
年
７
月
９
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
７
月
８
日

（
５
月
23
日
）

第
４
回
臨
時
会
結
果

〜
代
蔵
恵
三
氏
の
監
査
委
員
選
任
に
同
意
〜

（
７
月
９
日
）



なかとんべつ町議会だより１８５号９

　

新
規
に
実
施
す
る
施
設
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
過
疎
対
策
事
業
債
を
充
当
す
る
た
め
の

計
画
変
更
で
す
。

○ 
議
案
第
39
号　

過
疎
地
域
自
立
促
進
市
町

　

 

村
計
画
の
変
更

　

歳
入
歳
出
に
８
千
１
０
２
万
円
を
追
加
。

総
額
は
28
億
２
千
６
２
２
万
円
に
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
、
地
域

づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
55
万
円
を
計
上
。

　

民
生
費
で
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及

び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
繰
上

償
還
補
助
金
１
千
８
３
３
万
円
を
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
で
、
新
規
就
農
者
経
営
自

立
安
定
補
助
金
１
千
２
０
０
万
円
、
弥
生
地

区
基
盤
整
備
促
進
工
事
４
５
０
万
円
、
有
害

鳥
獣
処
理
施
設
建
設
工
事
２
千
３
６
０
万
円
、

○ 

議
案
第
40
号　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

国
民
の
知
る
権
利
を
侵
害
す
る
特
定
秘
密

保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
も
の
で
す
。

備
品
購
入
費
１
千
１
５
６
万
円
を
計
上
。

　

商
工
費
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
型
商
品
券
発
行

事
業
補
助
金
３
２
７
万
円
を
計
上
。

　

消
防
費
で
、
吏
員
待
機
宿
舎
屋
根
修
繕
工

事
１
８
５
万
円
を
含
む
２
０
４
万
円
を
、
南

宗
谷
消
防
組
合
負
担
金
と
し
て
計
上
。

○ 

発
議
第
３
号　

特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す

　

 

る
法
律
の
廃
止
を
求
め
る
意
見
書

　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
を
反
映
さ
せ
る
「

農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」

の
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、
真
に
農
業
者
の
所

得
向
上
・
地
域
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
向
上

・
国
民
に
対
す
る
食
糧
供
給
の
安
定
確
保
・

農
地
の
適
正
利
用
に
資
す
る
観
点
か
ら
取
扱

う
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○ 

発
議
第
４
号　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の

　

 

取
扱
い
に
関
す
る
意
見
書

　

発
議
第
４
号
で
議
決
さ
れ
た
意
見
書
と
同

一
趣
旨
で
あ
る
た
め
議
決
不
要
と
し
、
採
択

さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

請
願
第
２
号　

規
制
改
革
会
議
意
見
書
の

　

 

取
扱
い
に
関
す
る
請
願

　

議
案
第
40
号
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
（
星
川
三
喜
男
委
員
長
）

に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
意
見
を
付
し
て
全

会
一
致
で
原
案
可
決
し
、
議
会
に
報
告
し

ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

１　

有
害
鳥
獣
処
理
施
設
の
運
営
に
つ
い

　

て
、
直
営
で
は
な
く
、
第
３
セ
ク
タ
ー

　

設
立
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
委
託
方
式
で

　

の
運
営
を
求
め
る
。

２　

プ
レ
ミ
ア
ム
型
商
品
券
に
つ
い
て
、

　

購
買
力
が
増
加
す
る
年
末
ま
で
の
利
用

　

期
間
の
拡
大
と
事
業
終
了
後
の
事
業
評

　

価
の
提
出
を
求
め
る
。

　

歳
入
歳
出
に
99
万
円
を
追
加
。
総
額
は
２

億
８
千
８
１
７
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
コ
ク
ホ
・
ラ
イ
ン
調
交
シ
ス

テ
ム
導
入
委
託
料
99
万
円
を
計
上
。

○ 

議
案
第
41
号　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

　

 

会
計
補
正
予
算

　

収
益
的
収
支
の
収
入
及
び
支
出
に
そ
れ
ぞ

れ
１
３
３
万
円
を
追
加
。
総
額
は
５
億
２
千

２
９
６
万
円
に
。

　

歳
出
で
は
、
看
護
師
長
紹
介
業
務
委
託
料

１
３
３
万
円
を
計
上
。

○ 

議
案
第
42
号　

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業

　
 

会
計
補
正
予
算
更

議
決
さ
れ
た
条
例
・
補
正
予
算

～私の思い～

　このコーナーは、それぞれの
議員が町づくりや議会活動など
について思いを綴るものです。

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

『子供の安全を願って』
　先日、２００５年１２月１日に発生
した幼児殺人事件の犯人が検挙されま
した。
　幼い命を奪った憎き犯人の逮捕に携
わった関係者の努力に敬意を表し、亡
くなられた幼児のご冥福をお祈りいた
します。
　この年の秋口から続けて３件の幼児
殺人事件が発生し、本州の市とは言え、
ことごとく郊外の田舎道が現場となり
ました。そのような事件とは無関係と
思っていた中頓別町でしたが、身近に
感じた山間の出来事を憂い、自然発生
的に発足したのが「こども安全パトロ
ール隊」です。１８名のおじいさん、
おばあさん達でした。今年で９年目に
入り、毎日、小学校の下校時に約１時
間、不審者などの監視活動をしていま
す。
　現在は小頓別地区２名を含めて１１
名で活動していますが、これまでに３
名の方が亡くなり、４名の方が足・腰
を痛めてリタイヤしています。３班編
成で３日に１度のパトロールで、私に
とっては健康維持のためにも欠くこと
ができない活動になりました。
　あと２～３名増えると充実した活動
ができるのですが、今、隊員不足が悩
みです。
　こどもの安全のため、町の防犯のた
め、あなたの健康のため「こども安全
パトロール隊」に入っていただけませ
んか。
　お気軽に声をかけてください。お願
いします。
　こんな活動も町づくりの一役と思え
るのですが・・・
　　　　　　　（綴人：東海林繁幸）

い
き
い
き
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
　
　
常
任
委
員
会



　

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
『
里
山
資
本
主
義
』

と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。
田
舎
に
は
、
現

代
マ
ネ
ー
（
貨
幣
）
の
尺
度
で
は
計
れ
な
い

も
の
が
沢
山
眠
っ
て
い
る
と
本
書
は
語
り
か

け
て
き
ま
す
。

　

「
逆
転
の
発
想
で
捉
え
れ
ば
、
役
に
立
た

な
い
と
思
っ
て
い
た
も
の
も
宝
物
と
な
り
、

何
も
な
い
と
思
っ
て
い
た
地
域
は
、
宝
物
が

あ
ふ
れ
る
場
所
と
な
る
」
と
の
一
節
に
感
銘
。

「
無
価
値
」
を
「
価
値
」
に
変
え
よ
う
と
、

価
値
基
準
を
設
定
し
な
お
す
の
が
「
里
山
資

本
主
義
」
の
本
質
。
世
界
を
覆
う
単
一
の
資

本
主
義
で
は
な
く
、
地
域
ご
と
に
価
値
観
の

異
な
っ
た
経
済
が
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
中

頓
別
を
見
る
目
は
随
分
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
に
は
、
藤
井
地
区
で
の

炭
窯
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ

な
か
っ
た
雑
木
も
立
派
な
炭
に
姿
を
変
え
れ

ば
宝
物
。

　

炭
焼
き
は
、
わ
が
町
な
ら
で
は
の
資
源
を

使
い
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
地
域
内
で
利
潤
を

生
み
だ
す
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
「
無

価
値
」
を
放
置
せ
ず
、
価
値
あ
る
も
の
に
変

え
よ
う
と
す
る
藤
井
地
区
の
皆
さ
ん
に
学
び

た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
宮
）

編
　
集
　
後
　
記

20日　中頓別町故郷会（東京都）
22日　寿大学入学式
25日　中頓別町観光協会総会
26日　中頓別町自衛隊協力会通常総会

１日　鍾乳洞祭り
　　　名寄駐屯地創立61周年記念行事
　　　（名寄市）
２日　中頓別町戦没者慰霊祭
　　　議会運営委員会
３日　天北線代替輸送連絡調整協議会総会及
　　　び稚内音威子府間「命をつなぐ街道」
　　　整備促進期成会総会（浜頓別町）
５日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　（札幌市）
８日　中頓別小学校運動会
９日　議会運営委員会
18日～19日
　　　第２回定例会
28日　こども館運動会
　　　旭台夏祭り

議会の動き
４月

１日　鍾乳洞安全祈願祭
９日　中頓別町農業協同組合通常総会
11日　中頓別町クリーン作戦
12日　宗谷町村議会議長会定期総会（稚内市）
15日　中頓別町育英会総会
16日　中頓別町商工会通常総会
18日　中頓別消防団春季消防演習
23日　第３回臨時会
24日　道州制問題を考える緊急集会（札幌市）
29日　宗谷管内町村議会議員研修会（猿払村）

５月

６月

４日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
８日　道北議員研修会（稚内市）
９日　第４回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会（所管事
　　　務調査）
10日　議会広報編集特別委員会
15日　議会広報編集特別委員会

７月

なかとんべつ町議会だより１８５号 10

　５月２９日、宗谷管内町村議会議員研修会が猿払
村交流センターで開かれ、本町からも全議員が出席
し、北海道新聞本社編集局生活部長の伊藤一哉氏が
「日ロ交渉の行方　北方領土を中心として」と題し
た講演を聴講しました。
　冷戦期は、日本人は北方四島との間を行き来でき
ず、赤鬼のように顔の赤いソ連兵の図をあしらった
「北方領土を返せ！」の看板を掲げるなど、「ソ連
」と「ソ連人」に対する強い恐怖心を抱いていたこ
とが分かります。それが新生ロシア期を迎えると、
１９９２年にビザなし交流が始まり、１９９８年か
らは北方四島周辺での「安全操業」が可能となりま
した。
　しかしながら、今年の３月１８日にウクライナか
らの独立を宣言した、いわゆるクリミア問題に欧米
が強く反発。日本も初の対ロ制裁を発動し、査証（
ビザ）緩和に関する協議を停止。新投資協定や危険
な軍事活動の防止に関する協定など３件の協定の交
渉開始を凍結しました。
　今後もし北方領土が返還された場合、そこに住む
ロシア人はどうなるのか。返還されてもその場所に
残ることは自由だが、医師や弁護士など、自国で得
た国家資格等は活かされるのか。この点については
南方で適用された見なし制度が活用されるのではな
いか。土地の権利問題等の解決策はあるのか。ビザ
なし交流は継続されるのか。
　日ロ関係の歴史と、貿易、領土返還、２国間交流
の今後など、宗谷管内の議員にとって他の地域以上
に、より身近なテーマについて改めて考えさせられ
ました。
　講演後の村内視察では、農業法人「北の大地」に
設置されたバイオガスプラントを見学させていただ
きました。乳牛の糞尿を原料とするバイオガスプラ
ント建設は、村のバイオマスタウン構想に沿った事
業の第一歩であり、村内の臭気対策として、宗谷管
内で初めて設置された施設です。酪農を産業に持つ
自治体の先進的な事例にも触れることができた大変
有意義な研修会となりました。
　　　　　　　　　　　　　（報告者：宮崎泰宗）

《宗谷管内町村議会議員研修会報告》


